
補助事業評価シート 番号 11 Ⅰ章 施策５　　子育て支援の推進

補助事業名 民間学童クラブ運営費等助成 子ども家庭部子どもサービス課
事業開始
年度

所管部課 16 年度

根拠法令（要綱）等 新宿区民間学童クラブ運営費補助要綱

１９年度決算額 30,382,400 補助対象団
体（者）

ｴｲﾋﾞｲｼｲ風の子ｸﾗﾌﾞ　早稲田ﾌﾛﾝﾃｨｱｷｯｽﾞｸﾗﾌﾞ
新宿せいが学童ｸﾗﾌﾞ円

補助率 10/10

補助することで達成しよう
としている区の目的

　小学校区域内に学童クラブがなく、近隣の学童クラブ需要が多い地域にある民間学童クラブに対し
助成を行い、対象児童の保護と安全性及び利便性の向上を図ります。また、時間延長や休日利用など
多様なニーズに対応します。

団体（者）に対する
直接の助成目的

区が必要と判断する民間学童クラブ事業へ支援します。

補
助
金
の
申
請

補助金の交付申請にあたって提出する書類・添付書類

補
助
金
の
清
算
／
実
績
報
告

清算/実績報告にあたって提出する書類・添付書類

申請書、補助金所要額内訳、事業実施計画書（実施施設の所在地及び構
造、開設年間日数及び時間、在籍児童数、指導員数）、歳入歳出予算見積
書、法人定款又は規約、登録児童名簿、指導員調書・履歴書・資格証明書、
施設現況調書、賠償保険及び傷害保険申込書の写し、その他必要書類（土
地建物賃貸借契約書等）

毎月：利用状況報告書（開設日数、利用登録児童数、曜日及び学年別
の利用児童数）
年度末：事業実績報告書（開設状況、登録児童数、職員の配置状況）、
収入支出決算書、その他必要書類

審査の体制・考え方（区職員による審査又は公募委員を入れての審査、補助金の目的と
する具体的な取組内容を記載した事業計画書を提出しているか・どのように審査しているか等）

審査の体制・考え方（清算/実績報告時の審査体制、助成の目的・決定内容に照
らして、自己評価・活動成果の公表状況を踏まえ、予定していた目的・成果が達成できた
か・どのように審査しているか等）

　申請時に事業者から提出される上記書類について、区が助成をす
るに適した事業者かどうかを審査します。

　上記の報告書類により学童クラブ事業の実施状況及び決算状
況を審査し、目的及び成果を確認しています。

今
後
の
課
題

　助成を行っている民間学童クラブについて、今後は区の大規模学童クラブの解消にどの程度寄与しているか等効果を検証
し、必要性を検討していく必要があります。

補
助
金
の
評
価

総合評価（Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ）とその理由

　この補助金の総合評価はＢです。19年度は小学校区に学童クラブがなかった下落合地区の民間学童クラブに助成するな
ど、児童の保護と安全性・利便性の向上を図ることができたからです。

①区と補助対象者との役割分担

この補助金において、区は学童クラブ事業運営費を担い、補助事業者は児童の健全育成事業を担います。

②目標の設定

目標設定は、学童クラブの需要増や時間延長等柔軟な運営に対応しており、区民ニーズを踏まえており妥当です。

③代替手段・効率性

この補助金は、区要綱により登録児童数に見合った算定基準で実施しており、効果的・効率的に行われています。

④目標の達成状況

この補助金を交付したことにより、区立学童クラブがない小学校区の民間学童クラブでの事業運営が可能となりました。

今
後
の
改
革
方
針

　区立学童クラブの需要増への対応や時間延長などの利用ニーズにこたえるなど一定の効果は見られました。今後は、その効果を
詳細に検証し、適切な助成方法について検討しながらこの補助を継続していきます。
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